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令和元年度　第６回全体庁議（８月６日開催）

（３）第３期十勝定住自立圏共生ビジョン（骨子）について[政策
　　　推進部]

審議 ・ 報告

　■　提案・報告の趣旨

　平成23年度に管内19市町村による十勝定住自立圏を形成。同年９月に、アクションプランである共生ビジョンを策定し、この
間、十勝19市町村が一体となり、取り組みを進めてきた。
　現ビジョンが今年度までの計画期間であることから、令和２年度以降の第３期ビジョンの策定に向けて、これまでの取り組みの
主な成果や課題のほか、新たな取り組みについて検討を行い、骨子を整理したので、同内容を令和元年８月30日の総務委員会
に報告するもの。

　令和元年度内のビジョン策定に向けて取り組んでいく。

　・令和元年９月～　　原案検討
　・令和元年12月～　　パブリックコメント実施
　・令和２年１月　　　最終案検討
　・令和２年３月　　　協定変更、第３期ビジョンの策定
　
※この間、適宜、所管委員会等で報告を行う。

　・同内容で、８月30日総務委員会へ報告することで了承された。

　・特になし

　■今後のスケジュール

　■　審議結果

　■　その他、指摘事項等

　■　提案・報告の主な内容(概要)

１　第３期十勝定住自立圏共生ビジョン（骨子）について

○骨子は、共生ビジョン懇談会や市町村長意見交換会でのご意見等を踏まえて整理したもの。
○第３期共生ビジョンの期間は、各市町村で策定中の総合戦略に合わせ、令和２年度から令和６年度までの５年間とする。
○全体構成は、現ビジョンと同様、４章構成を予定しており、第１章から第３章までの総論部分は、現ビジョンの時点更新と取組
項目の変更等に係る記述を追加する。
○第１章では、現ビジョンの取組の経過を追加するほか、ビジョンの期間を記述する。
○第２章では、時点更新に加え、人口の推移等について、これまでのデータ分析の結果等を踏まえた記述の整理を行う。
○第３章では、方向性を現ビジョンから継承しつつ、これまでの取組の成果を記述する。
○第４章における取組項目については、４つの項目を拡充、１つの項目について見直し、３つの項目を終了する予定。
○今後、原案を確定した後、パブリックコメントを経て最終案をとりまとめる。現在の協定書に記載のない取組項目や、終了する
取組項目については、協定変更の議会議決が必要となるため、３月定例会で協定変更の議案を提出予定。


